
東京都立高校で「島留学」ができること
を知っていますか？
23区や多摩地域在住の皆さんでも、
ホームステイや寮生活をしながら、
自然豊かな島しょ地域の都立高校に
入学できる制度があります。

島外生徒受入事業案内

令和７年度
入学生向け

島の高校に
入ろう
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島外の中学生でも島しょの都立高校へ進学できます！
　島外から島しょの高校への入学を希望する方は、保護者等と一緒に島へ転居しなくても、寮やホーム
ステイで生活しながら進学することができます。そのためには、都立高校入学者選抜に先立って実施
される「島外生徒受入選考」を受検し、合格することで、島しょの都立高校への応募資格を得る必要
があります。
　これは「島外生徒受入事業」という、島しょの高校の活性化などを目的として、島しょの町村と東京都
教育委員会が協力して実施している制度です。

こう づ

神津高校（神津島村）
村営学生寮「しらすな寮」

での共同生活

にい じま

新島高校（新島村）
村内一般家庭
でのホームステイ

はちじょう

八丈高校（八丈町）
町内一般家庭
でのホームステイ

神津島村

5名程度
20名
4名

八丈町

2名以内
7名
2名

神津島村

5名程度
17名
5名

八丈町

1名
2名
1名

新島村

2名
4名
2名

神津島村

4名程度
17名
4名

新島村

2名
2名
2名

年度
町村名

募集人数

受検者数

合格者数

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

該当する島しょの高校へ応募する資格を得ることができます。
該当校の入学者選抜に合格することで、島しょで生活をしながら高校に通うことができます。
島しょ高校在学中の生活に係る費用について、町村が定める補助があります。
（居住環境や費用負担方法については各島しょ町村で異なります）

※高速船（大島～神津島間）については、運行本数が減少又は運行しない期間があるのでご注意ください。

受入実績がある高校

これまでの受入れ状況（過去 3か年度）

島外生徒受入選考に合格することで…

アクセス

選考の詳細は
裏面をご覧ください



　神津高校では、島ならではの少人数での指導に加え、習熟度別・ティームティーチング
などによる「きめ細かい指導」で、多様な進路に対応した教育を進めています。また、令和5年
度から地域コーディネーターと連携し、「総合的な探究の時間」を一層充実させました。
　進学指導コーディネーターの配置や放課後の個別学習時間「神津高チャレンジ」、土曜進学講習「SS神チャレ」
なども充実しており、島しょの高校であっても将来のキャリアを考えることのできる環境が十分に揃って
います。

高校紹介

学校行事
【Marine Day】
地元インストラクターの指導によるシュノーケリングやダイビングと併せて
ビーチクリーン（海岸清掃）を行っています。
【黒潮祭】
学校の文化祭です。展示や舞台発表を開催するなど、小中学生も楽しみにして
いる一大イベントです。令和 6年度は11月 2日～ 3日に実施予定です。
【村民大運動会】
村を挙げての一大行事である村民大運動会に、神津高校も参加しています。
「高校生ダンス」が見どころです。

部活動
【運動部】
サッカー部、バスケットボール部、
バドミントン部、バレーボール部、
テニス部、トレーニング部、野球部、
卓球部、剣道部
【文化部】
吹奏楽部、軽音楽部、家庭科部、美術部、
パソコン部

進路状況（令和 6年 3月）

【進学】
東京学芸大学、埼玉県立大学、亜細亜大学、国士舘大学、立正大学、
昭和女子大学、日本工学院専門学校、大原ビジネス公務員専門
学校、吉祥寺二葉栄養調理専門学校、ESPエンタテインメント
東京など　
【就職】
宮川町水簾東京ミッドタウン店、 (株)ウィズホールディングス

村営学生寮「しらすな寮」
　島外生徒受入選考で合格した生徒は「しらすな寮」で
生活を送ります。
　寮では、掃除や洗濯などをはじめ、週末は当番制で食事
を作るなどして生活しています。寮生全員での共同生活
ですので、個人が規則正しい生活を送りながら、お互い
に気持ち良く生活が送れるような配慮をしています。

　中学 1年生の冬に進路指導室で島外生徒受入事業のパンフレットを見て、島の高校に興味を
持ちました。中学3年生の夏に合同説明会に参加し、神津島の風景を見たり、島のゆったりとした
雰囲気が自分に合っていると感じ受検を決めました。
　部活動はバドミントン部とトレーニング部、硬式テニス部に所属しています。
　バドミントン部では 1年生のときから部長を努めています。部員や顧問の先生方と和気あいあい
とした雰囲気の中で楽しく活動しています。
　神津高校ならではの学校行事であるMarine Dayが楽しみです。この行事は島の観光名所で
ある赤崎遊歩道でシュノーケリングやダイビング体験を行う行事です。また、今年から復活した島
の例大祭では、高校生神輿を担ぎ、島の伝統に触れることができ、とても新鮮な体験ができました。

アクティブな高校生活を送っています！ 2年生　才賀　孝太郎さん

神津高校
こう づ

兼部可能！部活動加入率は
ほぼ100%です。

＜黒潮祭の様子＞

＜寮内台所の様子＞＜村営学生寮「しらすな寮」＞

島外からの生徒は
村営学生寮「しらすな寮」で生活しています。

学校サイトはこちら

在校生インタビュー



　八丈高校は、八丈島の理解を深め、八丈島の課題や解決策等を探究する普通科の「八丈
学」や、専門性に基づいて探究する園芸科・家政科の「課題研究」など、島の伝統・文化や自然、
産業等を生かした探究学習の授業があります。地域と協働した特色ある教育を行って「島内
外から八丈島を支える人材」「社会的・職業的に自立した人材」「専門人材」「起業家・創業家」
の育成を目指しています。
　アメリカのハワイ大学ヒロ校との連携、Waiakea高校との姉妹校連携や東京都国際交流
コンシェルジュを活用してのアジア各国との国際交流をはじめ、ICTやAI教材の積極的な活
用により、国際社会で活躍する人材等の育成を目指して魅力ある教育活動を推進しています。
　また、島内の生徒のほかに島外の中学校から入学した生徒が学んでいます。

学校行事
【海外の学校との相互交流、海外研修】
オンラインでの交流や八高生がハワイを訪問し研修・交流する予定です。

【都立大学、都立産業技術大学院大学や企業と連携したキャリア教育】
1年生の移動教室で、キャンパスや企業を訪問して将来の進路選択に役立てます。

【八高祭】
全日制・定時制・青鳥八丈分教室合同の文化祭です。地域と協働した全・定の普通科の探究学習の成果発表、家政科の
「手ぶらでお弁当プロジェクト」や、園芸科の草花や野菜、製造品の販売など、島の方々も楽しみにしている行事です。

部活動
【運動部】
陸上競技部、硬式野球部、サッカー部、
男・女バスケットボール部、女子バレーボール部、
硬式テニス部
【文化部】
吹奏楽部、写真部、美術部、パソコン部、茶道部

進路状況（令和 6年 3月）

【進学】
広島大学、東海大学、東京理科大学、北里大学、京都産業
大学、埼玉医科大学、芝浦工業大学、日本大学、国士館大学、
関東学院大学、武蔵野大学、新潟県農業大学校など　
【就職】
（株）オオゼキ、（株）コモディイイダ、八丈町消防、小田急
ハイウェイバス(株)、東京電力パワーグリッド(株)など

八丈高校
はちじょう

＜新島焼酎の原料となる芋の栽培（探究）＞＜授業の様子（国語）＞

　新島高校では、知・徳・体の調和のとれた健全な人間、
国際的視野に立ち社会性豊かな人間、個性豊かで
創造性に富む人間の育成を教育目標に掲げ、教育活動を行っています。
　クラスを 2つから 3つに分けての習熟度別授業等、生徒の学力を確実
に定着させる取組を行っているほか、新島の歴史や課題を探究する学習
やライフセーバー資格
取得講座など、地域の
特色を活かした独自の
学習も行っています。

【新高祭】
舞台発表と展示を中心に行って
います。今年度は実施日を 2日に
拡大し、食品販売を行う予定です。
【運動会】
昨年は中高合同で実施しました。
合同種目とそれぞれの種目で
盛り上がります。
【クリーン作戦】
ボランティア活動の一貫として、
今年度は小中高の合同で新島の
浜清掃を行います。

部活動
【運動部】
硬式テニス部、バスケットボール部
軟式野球部、バレーボール部
【文化部】
太鼓部、ボランティア部、茶道部、軽音楽部

進路状況（令和 6年 3月）

【進学】
神田外語大学、産業能率大学、帝京科学大学、東京電機大学、
日本女子大学、日本大学医学部附属看護専門学校など　

【就職】
（株）新中央航空、（株）東京電力パワーグリッド、（株）NTT東日本

新島高校
にい じま

学校行事

＜八丈学の島民会議＞

島外からの生徒は、
ホームステイで生活しています。

島外からの生徒は、
ホームステイで生活しています。

陸上競技部関東大会出場！
吹奏楽部・写真部全国大会出場！

学校サイトはこちら

学校サイトはこちら

学校 X



在校生インタビュー

楽しくのびのび高校生活を送っています！
　中学3年生のとき近所の高校の説明会に行ったのですが、ピンと来なくて、もっと楽しいところ
があると感じました。そんなとき親に「島でも行ってみれば」と言われ、調べてみたのがきっかけ
です。その後ネットで神津高校の存在を知り、夏の離島留学生向け説明会を見つけて参加しま
した。少人数制でのびのび過ごせそうなところと、自然豊かな環境に惹かれて受検を決めました。
　部活動は軽音部と家庭科部に所属しています。軽音部ではドラムを担当しています。私は、
中学生時代吹奏楽部に所属していたのですが、軽音楽はほぼ初めての経験でした。吹奏楽とは
音色もテンポ感も何もかもが違っていて、とても興奮したのを覚えています。今でも、日々楽しみ
ながら活動しています。
　家庭科部では主にお菓子作りをしています。寮では土日に自炊をするのですが、私は入寮する
まで自炊の経験がほぼありませんでした。そこで、少しでも調理器具や火の扱いなどに慣れよう
と考え、家庭科部に入部しました。先輩や同級生に色々教えてもらい、一年前と比べて少しは
調理の腕が上達したと思います。しかし何よりも、調理の楽しさを知れたことが一番の上達かも
しれません。

柚山　青葉さん
神津高校 2年生

島の学校生活を満喫しつつ、将来につながる学びを！
　東京都の島に高校があることを知り、魅力的で、面白そうな高校を自分で選択して受検しま
した。島ならではの学校生活は、都会の学校では絶対に体験できないことをいろいろ経験できる
機会があります。廊下を歩きながら、また、授業を受けながら、窓の外に蒼い海と八丈富士が綺麗
に見えることです。1クラスの人数が都内の学校の半分程度で、クラスメートはみんな仲が良く、
雰囲気がとても良いと感じています。授業によっては、少人数で先生方と和気あいあいと楽しく
授業を受けています。
　部活動は、サッカー部に所属し、広いグランドで思いっきりボールを蹴っています。学校行事
の中で、一番楽しみなものは、文化祭です。島の地域の方々がその日はたくさん来校されます。
園芸科と家政科が実習で作った野菜や食品を販売し、島民の皆さんに大変喜ばれています。いよ
いよ3年生になり、自分の進路を真剣に考え、島の高校から都内の大学に進学する道を選び、
頑張って勉強して希望の大学に合格するつもりです。 奥田　大成さん

八丈高校 3年生

自然豊かな環境で、自立した学校生活を！
　進学先を検討するにあたって、全く知り合いがいない学校に入学して、新しい仲間と学校生活
を送ってみようと考え、自然豊かな環境にある新島高校を選びました。
　伊豆諸島の中で唯一、白い砂浜をもつ新島は、ヨーロッパのイタリアをイメージできる景色が
お勧めです。また海路及び空路の交通手段が充実しており、飛行機の運行本数が他の島より多い
等、島しょ部にありながら都心からの距離を感じさせない環境にあります。夏場はリゾート気分
で生活することができますが、冬場の空は鉛色、海は荒波で自然の厳しさを実感させられます。
　新島高校は全校生徒が30名程度なので、学年関係なく友人関係を構築することができます。
また少人数による授業で、これまでの生活と異なり自己表現がしやすい環境です。
　部活動は、太鼓部と軽音楽部に所属しています。太鼓部では、昨年度、創部25年にして都の
大会で悲願の金賞を獲得することができました。
　ホームステイ先では、部屋の掃除や洗濯等の自己管理があるので、自立心が養われて両親から
驚かれました。また、島民の方はほとんどが顔見知りなので、人脈が広くなって毎日楽しく過ごす
ことができます。たまに一人になりたいときは、砂浜で海を眺めてリフレッシュしています。

森倉　蓮さん
新島高校 2年生
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島外生徒受入事業応募の流れ
　島外生徒受入選考を受検するためには、以下の手順に従って事前相談や書類の提出を行う必要が
あります。
　一般的な都立高校の入学者選抜スケジュールよりも早い日程での実施となりますので、受検を考えて
いる方は忘れずに問合せなどをお願いします。

令和7年度入学生対象の選考は、令和6年10月上旬頃に対象高校や選考日程、
応募方法の詳細をお知らせします。
※応募に必要な書類や選考日程等は町村によって異なりますので、希望する町村の発表する募集要項を必ず
確認してください。

都教委のホームページやチラシで、選考日程をお知らせします。
応募方法の詳細は、各町村の教育委員会ホームページを確認してください。

「島外生徒受入事業」以外で、島しょの高校に進学するには

ステップ 0 町村ごとの募集要項を確認（9月下旬～10月上旬）

希望する町村の教育委員会に連絡し、必要書類や提出方法について確認してください。
複数の町村を併願することはできません。

ステップ 1 事前問い合わせ（10月上旬～）

募集期間内に、希望する町村へ必要書類を提出してください。
ステップ 2 書類の提出（10月～11月）

23区内の会場で面接選考を行います。事前に書類選考を行う場合もあります。
ステップ 3 島外生徒受入選考（12月）

面接選考に合格すると、島しょの高校に応募する資格を得ることができます。
ステップ 4 島外生徒受入選考を通過（12月下旬）

ステップ 5 島しょの高校への入学願書提出（1月下旬～2月上旬）

23区内の会場で受検することができます。
ステップ 6 都立高校学力検査（2月21日）

ステップ 7 都立高校合格発表（3月3日）

応募資格にご注意ください

応募資格取得以降は、通常の都立高校入学者選抜（学力検査に基づく選抜）と同内容です。

・23区または多摩地域在住で、都内の中学校を卒業予定の生徒
・高校未設置の島しょに在住の生徒（式根島・小笠原母島を除く）

東京都教育庁都立学校教育部高等学校教育課
東京都新宿区西新宿2-8-1
電　話：03-5320-6742
メール：S9000011@section.metro.tokyo.jp
 H P  ：https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/

問合せ先
令和6年6月発行
東京都教育委員会印刷物登録
令和6年度　第22号

島
外
生
徒
受
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※令和 7年度都立高校入学者選抜の詳細は、
　令和 6年 9月に公表予定の「令和 7年度東京都立高等学校入学者選抜実施要綱」で確認してください。

以下の場合、島外生徒受入事業によらずとも、島しょの高校（全日制）に進学することができます。
　島しょに保護者（原則として父母どちらか1名以上）とともに転居する場合
　都内の中学生で、入学日までに島しょ在住の身元引受人となる6親等以内の親族と同居する場合
　大島海洋国際高校に入学して寮生活をする場合
また、八丈高校と大島高校には定時制課程があり、単身で島に移住し、就労しながら高校に通うことができます。

都立の島しょ地区の高校を
紹介しています。

（都立高校検索サイトHP）




